
解 答

①，③，⑥ ２８.８ １０.０Ⅰ 問１ 問２ (ｱ) (ｲ) 問３ 問４
４
１

９
１

ア イ，ウ イ イ ３９７５０ ア・オⅡ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

イ，ウ ｂ ウ イ，エⅢ 問１ 問２ 問３唄 欝

ウ Ａ イ ア ウ ウ・オ問４ Ａ Ｂ Ｄ 問５唄 欝 蔚

種子が衣類などについて持ちこまれたから。問６

イ ろ紙・ガラス棒 Ｂ・Ａ・Ｃ イ，オ ウ １５Ⅳ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

解 説
Ⅰ 問１ 表１で「電池につないだ電熱線の数」が１本・２本・３本で 「１つのコップに入れた電熱線の数」がそれ，

， ，ぞれ１本・２本・３本になっているものをさがします。①・③・⑥がこれにあたり 「上がった温度」を見ると

７.２，３.６，２.４となり，下線部に書かれている ， ，…と一致しています。
２
１

３
１

問２ 表１で「電池につないだ電熱線の数」が１本・２本・３本で 「１つのコップに入れた電熱線の数」がそれ，

ぞれ１本になっているものをさがします。①・②・④がこれにあたり，「上がった温度」を見ると，７.２，

） 。１.８，０.８となっていることから，(ｱ)と(ｲ)はそれぞれ （１.８÷７.２ ， （０.８÷７.２）となります
４
１

９
１

問３ 表２で「電池の数」が１つ・３つになっている①・⑧の「上がった温度」を見ると，７.２，６４.８となり，

「電池の数」を３倍にすると「上がった温度」が９倍（３×３）となっていることがわかります。したがって，

「電池の数」が２倍になっている⑦では 「上がった温度」が①の４倍（２×２）になっていると考えられるこ，

とから，(ｳ)は２８.８（７.２×４）となります

問４ 「電池の数」が５つでは「上がった温度」が①の２５倍（５×５）となります 「電池につないだ電熱線の。

数」が６本で 「１つのコップに入れた電熱線の数」が１本では「上がった温度」が①の （ × ）となり， ３６
１

６
１

６
１

ます。また，表１の④・⑤から，直列につないだ電熱線を１つのコップに入れた数と「上がった温度」が比例し

ていることがわかります。したがって 「上がった温度」は１０.０℃（７.２×５×５× × ×２）となりま， ６
１

６
１

す。

Ⅳ 問３ 表１から，それぞれの温度の水５０ｇにとける物質Ａ・Ｂ・Ｃの重さをまとめると，下の（表）のようにな

ります （表）の２０℃の部分を見ると，とけている重さが小さい順にＢ・Ａ・Ｃとなります。。

問４ ３０％の水よう液１００ｇは，物質Ｂ３０ｇ（１００×０.３）が水７０ｇ（１００－３０）にとけている

ので，水を５０ｇとすると物質Ｂは約２１.４ｇ（３０× ）とけていることになります （表）より，４０℃。
７０
５０

では３２ｇ，２０℃では１６ｇとけることから，４０℃から２０℃に下げる途中で固体が出始めることになりま

す。また，０℃では７ｇとけることから，出てくる固体は約１４.４ｇ（２１.４－７）ではじめにとけていた固

体の半分以上が出てくることとなります。

問５ 物質Ｄは図１から食塩と考えられます。食塩は０℃から６０℃の水１００ｇに３６～３７ｇとけるので，水

５０ｇでは１８～１８.５ｇとけます。したがって，食塩５０ｇを加えると３１.５～３２ｇがとけ残ることとな

ります。

問６ 表３で４０℃で出てきた固体が３ｇで，これが１種類であることがわかっています。これを物質Ａとすると，

混合物Ｘは物質Ａ３０ｇ（２７＋３）と物質Ｂ２０ｇ（５０－３０）となります。これを２０℃にすると物質Ａ

１２ｇ（３０－１８）と物質Ｂ４ｇ（２０－１６）の合わせて１６ｇが出ることになり，表３と一致しません。

４０℃の３ｇを物質Ｂとすると，混合物Ｘは物質Ｂ３５ｇ（３２＋３）と物質Ａ１５ｇ（５０－３５）となりま

す。これを２０℃にすると物質Ａは出ず，物質Ｂ１９ｇ（３５－１６）だけが出ます。また，０℃にすると物質

Ａ３ｇ（１５－１２）と物質Ｂ２８ｇ（３５－７）の合わせて３１ｇが出ることになり，表３と一致します。
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物質Ａ（ｇ）

物質Ｂ（ｇ）

物質Ｃ（ｇ）

６０℃ ４０℃ ２０℃ ０℃

４０ ２７ １８ １２

５０以上 ３２ １６ ７

５０以上 ５０以上 ３５ ２５

（表）


